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ITガバナンスのための
情報化施策策定
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「ワークショップ・ガイド」

提供： 情報戦略モデル研究所

課題演習－１：ＰＥＲＴ
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ＷＢＳ課題シートにもとづき、

ＰＥＲＴ図を完成させてください。

課題演習手順

１．演習目的：ＰＥＲＴを描く上での活動の依存関係とＰＥＲＴ図の作成手法を理解する。

２．提供資料
①ＰＥＲＴ図作成のルール。
②課題ＷＢＳ：外部設計局面ＷＢＳと活動依存関係図
③外部設計局面のＰＥＲＴ図ワークシート

３．作成手順
（１）ＰＥＲＴの中心となる活動経路を作成する。

①中心の活動経路とは工程／アクティビティで主要な成果物の経路である。

ISM-Research CO.LTD ALLRights Reserved 3

①中心の活動経路とは工程／アクティビティで主要な成果物の経路である。
（注）主要成果物は直接の依存成果物（課題ＷＢＳ図に反転印）としてマークされている。

②この直接の依存成果物を中心に活動の依存関係を抑え、ＰＥＲＴの中心の活動経路をつくる。
③上位の活動から順次、主活動によるイベントを連番で作成し、活動矢印（実線）と活動ｎｏを記述する。

（２）中心の活動経路外の活動パス（実線矢印）を作成する。
①複数の活動が発生するイベントすなわち、成果物が複数の活動から参照されている中で中心活動から外れた

活動を確認する。
②活動矢印（実線）と活動ｎｏを記述する。

（３）参照依存パス（破線矢印）を作成し、完成する。
①参照する成果物がある場合、イベント間を破線の矢印で結ぶ。
②ただし、この演習での成果物「外部システム設計基準」はほとんどの活動で参照される。このような場合は

参照矢印は省略してもよい。

（１）ＰＥＲＴ図作成のルール

１

２

３

４

５

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ISM-Research CO.LTD ALLRights Reserved 4

ア． はイベントという。活動（アクティビティ）の開始、終了を表す。

イ．Ａ，Ｂ，・・は活動と（アクティビティ）いう。イベント間の活動を表す。

ウ．活動Ｄは活動Ａが修了して開始できる。

エ．活動Ｅ，Ｆは活動Ｃと活動Ａが完了して開始できる。

ｎ

（２）課題ＷＢＳ：外部設計局面ＷＢＳと活動依存関係図
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5-3 新適用業務フローの作成 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○

5 4 外部入出力仕様の作成
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5-4 外部入出力仕様の作成

5-4-1 操作画面フローの作成 ＊ ＊ ○

5-4-2 入出力画面帳票レイアウトの作成 ＊ ＊ ● ＊ ● ○ ○ ○

5-5 データファイルの論理設計

5-5-1 データファイルの論理関係の定義 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○

5-5-2 データベースの論理構造の定義 ＊ ＊ ○

5-5-3 データベース・セグメントの定義 ＊ ＊ ＊ ● ＊ ○

5-6 移行設計

5-6-1 移行対策データの決定 ＊ ＊ ＊ ○

5-6-2 移行方法の検討 ＊ ＊ ＊ ○

5-6-3 移行サブシステム仕様の作成 ＊ ● ＊ ＊ ○

5-7 運用障害設計

5-7-1 システム運用手順の作成 ＊ ＊ ＊ ＊ ● ○ ○ ○

5-7-2 障害時リカバー手順の作成 ＊ ＊ ○

5-7-3 運用障害サブシステム仕様の作成 ＊ ＊ ＊ ○

5-7-4 障害時における事務処理手順の作成 ＊ ＊ ● ● ＊ ＊ ○

5-8 ハードウエア・ソフトウエア構成の確認

5-8-1 性能・要領の見積 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○

5-8-2 ハードウエア構成の確認 ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○

5-8-3 ソフトウエア構成の確認 ＊ ＊ ＊ ● ＊ ＊ ○ ○ ＊ ＊

5-9 外部設計の承認

5-9-1 外部システム設計書の作成 ＊ ＊ ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

5-9-2 外部設計のレビュと承認 ＊ ＊ ＊ ○

5-10 基本計画の見直し

5-10-1 開発工数の見積 ＊ ○

5-10-2 所要資源の見直し ＊ ○

5-10-3 開発計画の見直し ○ ＊ ＊ ＊

＊ ：参照する成果物、 ○ ：作成する成果物 ● ：成果物のまとめ ＊ ：直接の依存成果物（注記）

工数（人日）

（３）外部設計局面のＰＥＲＴ図ワークシート
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5-4-1

Ｅ１６

ｅｎｄ

5-10-３

Ｅ２０１

ここを作成し、

PERT図を完成する

（４）外部設計局面のＰＥＲＴ図ワークシート
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Ｅ１６

ｅｎｄ

5-10-３

Ｅ２０１

課題演習ー２：ＥＶＭＳ

ＥＶＭＳ図を完成してください
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ＥＶＭＳ図を完成してください。

①このプロジェクトの完了時期と完了時の予想予算（ＥＡＣ）を算

出してください。

②現在の時点は３月末日です。１ヶ月は便宜上、３０日とします。

課題演習手順

１．演習目的：現時点から完了予想納期と予想費用（ＥＡＣ）を想定する手法を
習得する。

２．提供資料
①ＰＥＲＴ図クリティカルパス
②３月末時点での実績はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの活動が終了。2月までは計画通り。
③ＥＶＭＳの計算ワークシート

３．作成手順
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作成手順
（１）ＥＶＭＳベースデータを作成する。

①３月末のEVの予想累積工数を算出する。

（２）ＥＡＣと完了予想時期を計算する。
①ＣＶ、ＳＶを計算する。
②ＰＦ（ＣＰＩ＆ＳＰＩ）を計算する。
③ＥＡＣ、完了予想時期を算出する。

（３）ＥＶＭＳ図を完成する。
①コスト軸のコストを記入する。
②時間塾の計画完了予想日を記入する。
③ＥＡＣを交点として定め、予想ACの曲線を描く。



2

（１）ＰＥＲＴ図クリティカルパス
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３

６

Ｂ＝６．１７

Ｃ＝９．６７

Ｈ＝５．３３

 はイベントという。活動（アクティビティ）の開始、終了を表す。

 Ａ，Ｂ，・・は活動と（アクティビティ）いう。イベント間の活動を表す。

ｎ

ＴＥ＝６．１７
ＴＬ＝６．１７

ＴＥ＝３２．１７
ＴＬ＝３２．１７

ＴＥ＝０．０
ＴＬ＝０．０

活動 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

楽天的推定値 （ａ） 3 4 7 1 3 5 7 4

最頻値 （ｍ） 4 6 10 2 6 8 10 5

悲観的推定値 （ｂ） 7 9 11 6 9 14 15 8

（参考資料） 活動所要時間、期待値、標準偏差

工数単位：人日
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悲観的推定値 （ｂ） 7 9 11 6 9 14 15 8

期待値 4.33 6.17 9.67 2.50 6.00 8.50 10.33 5.33

標準偏差 0.67 0.83 0.67 0.87 1.00 1.50 1.33 0.67

出典：「ITコーディネータ IT経営の最新知識」改訂版 アスキー

期間 １月 ２月 ３月 ４月

活動 Ａ、Ｂ Ｃ Ｄ、Ｅ Ｇ、Ｆ、Ｈ

工数（人日） 10.50 9.67 8.50 24.16

累積工数 10.50 20.17 28.67 52.83
PV（万円）
標準単価＝１万円／人日 10.50 20.17 28.67 52.83

EV（万円）

（２）３月末時点でのEVとＡＣ実績
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EV（万円）

ＡＣ（万円） 12.50 23.00 29.00

工数の標準単価は1人日あたり1万円とする

ＣＶ＝EV－ＡＣ＝
ＳＶ＝EV－PV＝
ＰＦ（ＣＰＩ）＝EV／ＡＣ＝
ＰＦ（ＳＰＩ）＝EV／PV＝
ＥＡＣ＝ＡＣ＋（ＢＡＣ－EV）／ＰＦ≒
完了予測日＝(               ）＋（ )／ＰＦ≒

（３）ＥＡＣと完了予想日計算式

(注）１ヵ月は３０日と仮定する。

（４）ＥＶＭＳの計算ワークシート

完了時での差異

（ＶＡＣ）

ＥＡＣ

ＢＡＣ

実 スト

コスト軸

残作業の

コスト見積

管理図

５２．８３

③ここを埋める
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現時点＝３月／末 時間軸
計画完了時点

＝４月／末

実コスト

（ＡＣ） ベースライン（ＰＶ）

コスト差異（ＣＶ）

スケジュールコスト差異（ＳＶ）

スケジュール時間差異 予測プロジェクト
時間遅れ

アーンドバリュー

（ＥＶ）

（期間表示）

（コスト表示）

予定終了時点

＝３月２４日
計画完了予想日
＝

開始＝１月

④ここを埋める

IT化施策策定ワークショップ
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定
の全体図

ワークショップの全体構成

３．ワークショップ 構成

１．目的
ビジネスプロセス作成と大阪事業部の情報化課題をＩＴガバナンスの観点で抽出し、
ＩＴ化施策を作成する手順と手法を修得する。

２．修得手順とメソドロジー
①業務プロセス図作成
②情報化ギャップ分析（ＩＴガバナンス分析／システム化要件定義）
③ＩＴ化方針の策定（ＩＴ成熟度向上／定型情報化／非定型情報化）
④ＩＴ化スケジュールの作成（プロジェクト定義／プロジェクトスケジュール）
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３．２

情報化
ギャップ

分析

３．３

ＩＴ化方針
／施策の

策定

３．４

ＩＴ化施策
スケジュール

の作成

３．１

業務
プロセス
図作成

・受注業務プロセス
図作成課題

・在庫引当ビジネス
プロセス図

①受注業務ビジネス
プロセス図

②受注業務データ定義

ワークシート凡例： 提供
課題

成果物

・情報システム
現状

・事業遂行要件
一覧表

・システム化要件表
（定型、非定型）
・IT成熟度GAP

施策表

IT化方針／施策
定義表

・IT化プロジェクト
定義

・IT化プロジェクト
スケジュール表

ワークシート
－①

ワークシート
－②

ワークシート
－③

ワークシート
－④

４．ワークショップの作業フロー

（１）情報化・優先度別
事業施策定義

（経営施策策策定ワークショップより）

（１）業務プロセス
図作成

・受注業務プロセス図
作成課題

・在庫引当ビジネス
プロセス図

・受注業務ビジネス
プロセス図シート

ビジネスプロセスモデル
Ｗ／Ｓ

・受注業務ビジネス
プロセス図

・受注業務情報モデル定義

・システム化案件表
（定型 非定型）
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（２）ＩＴ化方針／
施策策定

ギャップ分析

（３）ＩＴ化施策
スケジュール作成

事業施策定義
・事業遂行要件一覧表

・システム化要件シート
・ＩＴ成熟度ギャップ対策

シート

・ＩＴ化方針／施策定義
シート

・ＩＴ成熟度課題
・ＣＯＢＩＴリファレンス

・プロジェクト定義シート
・プロジェクトスケジュ

ール定義シート

情報化施策の
策定Ｗ／Ｓ

（定型、非定型）
・ＩＴ成熟度ギャップ対策表

・ＩＴ化方針／施策
定義表

・プロジェクト定義表
・プロジェクト

スケジュール定義
・ＩＴ成熟度ギャップ対策表

Ⅰ．ビジネスプロセスモデルワークショップ
の進め方
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の進め方

（１）修得スキル：ビジネスプロセスモデル作成する手順と手法を修得する。
（２）目的 ：ビジネスプロセスモデルを活用できるようになるためにシステム化

業務のＤＦＤ、ＵＭＬクラス図の記述スキルを習得する。

（３）テーマ ：「受注業務のビジネスプロセスモデル作成」

（４）成果物 ：受注業務ビジネスプロセス図（レベル０）、情報モデル定義図

１．ビジネスプロセスモデルワークショップでの実施事項
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（５）提供資料 ： 受注業務プロセス図作成課題、受注業務機能関連図（シーケンス図）

（６）実施手順 ： ①受注業務ビジネスプロセス図
②情報モデル定義作成
③受注業務情報モデル（UML）

（７）教材：ワークショップ教材ー５
①ワークショップ手順とワークシート３－①、②、③

（８）策定者の立場：ＩＴデザイナーとして、「顧客のビジネスプロセスをＩＴ情報体系化をデザイン
する」立場をとる



3

参考図：受注業務プロセス階層図

業務プロセス階層図（現状）－レベル０＆１

業務機能名：受注業務 ＤＭＭ（レベル１）

1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 3-3

注文書受領 記入項目確認
顧客割引率

参照
注文データ

参照
顧客優先度

検証
在庫数量

引当
仕入伝票

受領
記入項目

確認
商品データ

登録
1-8 1 1-4 2-8 2 2-4 3-8 3 3-4

注文受付
注文データ

登録
在庫引当

注文台帳
消込

商品更新
登録データ

確認
1-7 1-6 1-5 2-7 2-6 2-5 3-7 3-6 3-5

登録データ
確認

発送指示 出荷要求 商品発注

(Lebel 0)
8-1 8-2 8-3 1 2 3 4-1 4-2 4-3
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注文受付 在庫引当 商品更新
顧客更新
伝票受領

記入項目
確認

顧客データ
登録

8-8 8 8-4 8 0 4 4-8 4 4-4

受注業務 顧客更新 顧客更新
顧客データ

確認
8-7 8-6 8-5 7 6 5 4-7 4-6 4-5

モニタリン
グ

7-1 7-2 7-3 6-1 6-2 6-3 5-1 5-2 5-3

商品出荷
差異分析

顧客出荷
差異分析

7-8 7 7-4 6-8 6 6-4 5-8 5 5-4

モニタリン
グ

7-7 7-6 7-5 6-7 6-6 6-5 5-7 5-6 5-5

２．受注業務プロセス図作成課題

（１）受注業務の処理

（１）顧客からの注文は注文書によって申し込まれます。
注文を受けた注文受付係は注文書の記述をチェックした後、注文の内容に 「注文番号」、「割引率」、
「注文状況コード」を付加して注文台帳へ記入します。
（注１）注文状況コードは通常注文／緊急注文の識別で使用します。
（注２）割引率は顧客台帳から引用する。

（２）顧客管理課からの顧客更新情報をもとに注文受付係は顧客台帳を更新します。

（３）注文台帳の情報と在庫台帳の在庫数量をもとに在庫管理係が「引当数量」を決定します。
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（３）注文台帳の情報と在庫台帳の在庫数量をもとに在庫管理係が 引当数量」を決定します。
そして、引当てた数量分を商品管理課へ出荷要求を出します。
また、注文台帳を注文番号と商品番号をもとに数量を更新し、同時に商品番号をもとに引当数量で
在庫台帳を更新します。
そして、在庫管理係は在庫引当て後、顧客管理課に対し発送通知を送ります。

（４）在庫台帳の「在庫数量」が不足している場合、在庫管理係が商品管理課に対して商品発注依頼を行い
ます。

（５）また、在庫管理係は商品管理課から送られてくる仕入商品の更新情報をもとに在庫台帳を更新します。

（６）管理部は、在庫台帳から商品引当数量を取得しモニタリング台帳を更新します。さらに注文台帳から
顧客注文を参照し、顧客注文実績を集計し、モニタリング台帳を更新します。その後、差異計算を行い
ます。モニタリング台帳の差異分析情報をもとに、商品出荷差異分析表と顧客出荷差異分析表を
作成し企画部へ提出します。

Ⅱ．情報化施策の策定ワークショップ
の進め方
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の進め方

（１）修得スキル：ＩＴガバナンスの観点で課題を抽出し、情報化施策とプロジェクト計画を作成
する手順と手法を修得する。

（２）目的 ：ＩＴガバナンスに基づいた成熟度向上施策 、定型情報化施策、ソリューション
を持った非定型情報化施策をプロジェクト計画へ展開する。

（３）テーマ ：「ＩＴガバナンスに基づいた情報化プロジェクト定義を踏まえた情報化施策作り」

（４）成果物 ：システム化要件表、ＩＴ成熟度ギャップ施策表、ＩＴ化方針／施策定義表、
ＩＴ化プロジェクト定義、ＩＴ化プロジェクトスケジュール表

１．情報化施策策定ワークショップの実施事項
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（５）提供資料 ： 経営施策ワークショップからの事業遂行要件一覧表、ＩＴ成熟度課題

（６）実施手順 ： ①成熟度課題の対策とシステム化要件定義（定型化／非定型化）をおこなう
②ＩＴ化方針／施策定義表を作成する
③ＩＴ化スケジュール（プロジェクト定義／スケジュール）を作成する

（７）教材 ：ワークショップ教材ー５
①ワークショップ手順とワークシート３－⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩
②ＩＴ成熟度課題
③ＣＯＢＩＴ成熟度抜粋

（８）策定者の立場：ＩＴコンサルタントとして、「顧客の経営戦略に沿ってＴガバナンスに
基づいたＩＴ化活動を指導している」立場をとる。大阪事業所を中心に課題
を把握するが、対策が組織横断的システムとなっても必要であれば提案する。

２．情報システム化案件

 ポータルサイト構築事業 ＩＴ販売・サービス事業 ＥＲＰ事業

中堅・中小企業の商品認知度を上げる生活者
ポータルサイト構築・運用サービスで収益を上

げる事業

大阪事業部顧客に対して、IT 事業サイクル遂
行スキルをベースにITインフラ及びオリジナルｗ

ｅｂアプリケーション開発のサービス提供により
収益をあげる事業

コンピュータメーカの顧客を含めERPソリュー
ションを中心としたSIを提供することにより収益

を上げる事業

・中堅中小企業サイト企画・設計 ①ITインフラ提案、構築、運用、保守 ・ＥＲＰコンサルティング、設計・導入

・ポータルサイト構築支援 ②オリジナルｗｅｂアプリケーション提案、開発、 ・ＩＴインフラ提案、構築、保守

・IDCサービス ・ＥＲＰライセンス＆保守

財務的視点 ①3年後目標：売上高０ ５億円（現在は売上０ ①3年後目標：売上高２倍(２４ ２億円） 粗利率 ①3年後成長目標：売上高２億円（現在は売上０

事業定義

サービス内容

事業遂行要件一覧
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財務的視点 ①3年後目標：売上高０．５億円（現在は売上０．

１億円）

①3年後目標：売上高２倍(２４．２億円）、粗利率

２５％（６億）
内、年間契約（保守、技術相談）は売上７億円
（粗利：４億円）

①3年後成長目標：売上高２億円（現在は売上０

億円）

顧客の視点 ①サイトヒット率の向上
②Non-Stop稼働率の向上

①顧客満足度向上
②顧客内部門取引シェア向上
③年間契約増加（ハードウエア保守や技術相談

サービス）

①ERP契約顧客の満足度向上
②納期遵守
③

内部業務プロセ
スの視点

①CATV局販売＆サイト運用協業の仕組み ①年間契約サービス体制（保守、ヘルプデスク）
強化
②ＩＴ事業サイクル体制強化

③顧客資産管理の仕組み構築
③ITインフラビジネスパートナー協業体制構築

①ERP専任による作業標準の整備
②コンピュータとのＥＲＰ販売協業体制

学習と成長の
視点

①ビジネスモデル作成スキル
②Webサイトデザインスキル
③先端ITインフラ技術スキル
④サイト運用モニタリングの指導スキル

①顧客資産管理システムの構築
②2WayWeb取引コミュニケーションシステム構
築（セキュリティ含み）
③営業・技術情報共有システムの強化

④先端ITインフラ技術スキル育成

①ERP販売スキル営業　育成
②ＥＲＰコンサルの育成・増強
③ＥＲＰスキル情報共有システム構築
④モニタリング指導スキル育成

バ
ラ
ン
ス
ス
コ
ア
カ
ー
ド

２．情報システム化案件

情報化施策 情報化イメージ

①インターネットによって個々の顧客からの弊社営業への要望（納期確認、
製品紹介 製品見積等）に２４時間３６５日の顧客と弊社の両向のコミ ニケ

顧客資産管理システム

①顧客販売機器の資産（サーバー、ＰＣ、ネットワーク機器等）のH/W名称、
シリアルｎｏ、顧客名、顧客部署、販売履歴、購入部署、ﾘｰｽ期間、保守契約
を管理する。

②現在、1部の主要顧客を弊社ＰＣにて販売機器の管理を行っている。
③固定資産管理は顧客にとってはできるならアウトソーシングしたい業務であり、

将来は主要顧客の全メーカーの機器を管理したい。

件数

１
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２ｗａｙｗｅｂ取引
コミュニケーション

システム

製品紹介、製品見積等）に２４時間３６５日の顧客と弊社の両向のコミュニケー
ション対応を可能にする。

②現在、1部の主要顧客に受注進捗状況（受注、発注、入庫、出荷）を１ｗａｙにて
情報提供をしている。

③顧客の業務遂行の円滑化および弊社の生産性向上のためにもできる限り
多くの顧客へ提供したい。

営業・技術情報共有
システム（注記）

①全社の社員のスキルと生産性向上のため、検索し易いシステムとしたい。
②営業、ＳＥおよび技術員によって作成される提案書、導入実績、導入報告

関する情報を共有する。
現在、営業からの提案書は営業員により登録され、ある程度共有されている。

③トラブル／故障対応報告にヘルプデスクは本社の技術相談部を活用しているが、
主要顧客３社の技術相談情報は大阪事業部で固有の情報を管理し、ヘルプ
デスク対応をする。

２

３

注記：経営会議で上記のシステム化案が提出された。情報化イメージの段階であり、
このイメージが実現される形でシステムは再定義されても良い。

社内情報システム化状況

（１）業務システム
「財務管理システム」、「販売管理システム」、「営業支援システム」、「ワークフローシス

テム」、「メール＆掲示板システム」がある。
①「財務管理システム」：提携の中堅企業向けＥＲＰメーカーの商品を３年前導入した。販売管

理システムおよびワークフローシステムとは自動仕訳連携ができている。
②「販売管理システム」：１０年前ＩＳＴ社独自にディーラー用のシステムとして開発した。

受注管理、在庫管理、発注管理、出荷／売上管理、請求／入金管理サブシステムから構成さ
れる。システムが分かり、メンテナンスできる要員が少ないところが課題である。

③営業支援システム 昨年提携のＣＲＭソフトメ カ のグル プウエアソフトで作成されてお

２．情報システム化案件

ISM-Research CO.LTD ALLRights Reserved 43

③営業支援システム：昨年提携のＣＲＭソフトメーカーのグループウエアソフトで作成されてお
り、顧客情報、提案書や導入経験事例登録／検索、営業活動報告／管理の3種類のサブシス
テムで構成されている。
ただし、的確な提案書や導入事例の効果的な検索には課題がある。

④滞留売掛金情報管理システム：営業別、課別、顧客別の滞留売掛金の情報提供システムである。
⑤ワークフローシステム：５年前導入した別のグループウエアシステムで交通費清算、稟議申請、

経費申請システムで構成される。

（２）ＰＣの活用
①ＰＣは少なくとも１人１台であり、営業や社外活動の多いＳＥはモバイルＰＣを持つっている。
②モバイルＰＣはパスワードを介して、すべての社内システムへの接続が可能である。
③情報の整合性・統一性を図ろうとしているが、なかなかうまくいかない。

３．ＩＴ成熟度課題

①顧客のインベントリー情報（H/W、シリアルNo.、販売履歴、購入部署、リース期間、保守契約）

の項目およびその管理は個々の営業員にまかされており、システム化はされていない

②営業活動報告はグループウエアによりシステム化されているが、必要性を感じていない部門

もあり、半数が入力しているに留まっている

③見込客に関する情報は事業部毎の紙ベースの様式で個々の営業で保存されている

④技術相談での問い合わせ回答はシステム化され顧客別に蓄積されているが、障害別の検索は

できない

⑤販売システムに顧客取引条件（取引履歴 仕切価格 見積提出 サイト 支払方法）情報が設定
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⑤販売システムに顧客取引条件（取引履歴、仕切価格、見積提出、サイト、支払方法）情報が設定

できないため、見積作業負荷が増大している

⑥保守契約内容は紙ベースの保守契約書で管理しており、技術相談時に契約機種・型式を目で

確認する作業となり、障害対応サービスの対応を悪くしている

⑦提出済提案書の登録、参照できるシステムがあり登録数も多い。しかし、必要な提案書を探し

出すのは一苦労である。 ５０以上もの提案書が１カテゴリーに登録されているケースがある

⑧モバイルでの検索パスワードは導入時のパスワードがそのまま使われている。パスワードの変更

管理が必要と思っている社員は多いが、その担当者が居ない

⑨受注の注文書に記された商品コードの入力ミスで、お客からのクレームが出ることがあり、

販売ロスにもつながっている。

４．ワークショップ 作業フロー

（１２）業務プロセス
図作成

（１５）IT化ＧＡＰ
分析

・受注業務プロ
セス図作成
課題

・在庫引当ビ
ジネスプロ
セス図

・事業戦略
要件一覧表

・システム化
案件シート

・ＩＴ成熟度ＧＡＰ
施策シート

・ＩＴ成熟度課題
・ＣＯＢＩＴ

リファレンス

⑤システム化
案件表

⑥ＩＴ成熟度ＧＡＰ
施策表

・受注業務ビジネス
プロセス図シート
・受注業務データ

定義シート

①受注業務
ビジネスプロ
セス図
②受注業務
データ定義

・受注情報モデル
シート
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（１３）情報モデル
作成

受注業務機能
関連図

（１６）IT化
戦略策定

（１７）IT化施策
策定

ビジネスプロセスモデル
Ｗ／Ｓ

IT化施策策定
Ｗ／Ｓ

（１４）ＵＭＬクラス
図作成

ＵＭＬ解説図③受注情報
モデル図

・ＩＴ化ベースライン
定義シート

⑦システム化
案件表（完成版）

⑧ＩＴ化ベース
ライン定義表

⑨プロジェクト
定義表

⑩プロジェクト
スケジュール定義

・プロジェクト定義
シート

・プロジェクトスケ
ジュール定義シート

シ ト

・受注情報ＵＭＬ
クラス図シート

④受注情報
ＵＭＬクラス図
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５．ワークショップ作業と進め方

単 元 作業項目 作業内容時間 チーム運営

（４）IT化ギャップ
分析

（ クシ ト ⑤ ⑥）

経営施策で作成された事業戦略
要件一覧表をもとに情報化システ
ムニーズに対するシステム化要件定
義と現状システムのＩＴ成熟度課題の

①リーダーを決める。
②事業戦略要件一覧表をもとでの情報化要件を

システム化の目標と機能定義へ変換し、システム
化案件表（ワークシート３－⑤）へ記入する。

③ＩＴ成熟度課題をＣＯＢＩＴの分類に整理し、ＩＴ成熟
度ギャップ対策表（ワークシート ３－⑥）へ記入
する

ＩＴガバナンス改善提案
ケース説明

ケースの手順と作業内容を理解する 講師の指示ポイントを中心にワークシトを作成する０．５

情
報
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（ワークシート３－⑤、⑥）

（５）IT化施策策定
（ワークシート⑧）

ＩＴ成熟度課題とシステム化要件から
ＩＴ成熟度ギャップ対策を作成し、ＩＴ
化の方針／施策を定義する。

①システム化案件表とＩＴ成熟度ギャップ施策表を
もとに、ＩＴ化方針／施策定義表（ワークシート
３－⑧）を作成する。

義と現状システムのＩＴ成熟度課題の
対策を定義する。

する。
③ＩＴ成熟度ギャップ対策表で生じた非定型情報化

要件をシステム化要件表（ワークシート ３－①）
に追加し、システム化要件表の完成版（Ｗｏｒｋ
－Ｓｈｅｅｔ ３－⑦）を作成する。

１．５

報
戦
略
・施
策
の
策
定

（６）ＩＴ化施策スケジ
ュール作成

（ワークシート３－⑨、⑩）

ＩＴ化方針／施策定義表にもとづき
情報化施策をプロジェクトへブレーク
ダウンし、プロジェクト定義とスケジ
ュール表を策定する。

①ＩＴ化方針／施策定義表（ベースライン）をもとに
プロジェクト定義（ワークシート ３－⑨）を作成
する。

②プロジェクト定義からプロジェクト スケジュール表
（ワークシート ３－⑩）を作成する。

１．０

６．ワークショップ流れ

・事業戦略要件
一覧表

ＩＴ成熟度ギャップ
対策表

システム化案件表
（定型、非定型）

ワークシート３－⑤

ワークシート３－⑥

システム化要件シート

ワークシート３－⑤

各事業のIT化施策 IT化要件定義項目

（４）IT化ギャップ分析 IT成熟度対策項目

システム化目的、機能要件

ＩＴ成熟度課題

ＩＴ成熟度ギャップ
対策表シート

ワークシート３－⑥

ワークシートと作成項目の関係
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システム化要件表
完成版

ワークシート３－⑦

ＩＴ化方針／施策定義
シート・ＩＴ化方針／施策

定義表

（５）IT化施策策定

ワークシート３－⑧ワークシート３－⑧

全システム化目的、機能要件

全要件整理、IT化方針括り

プロジェクト定義シート （６）ＩＴ化施策
スケジュール作成

プロジェクト定義表

プロジェクト
スケジュール定義

IT化方針毎のフェーズ目的
、機能要件

プロジェクトWBS作業項目

プロジェクトスケジュール化

IT化投資スケジュール

全成熟度マネジメント要件

ワークシート３－⑨

ワークシート３－⑩

ワークシート３－⑨

プロジェクトスケジュ
ール定義シート

ワークシート３－⑩

対策表シート


